
議案第 ５ 号

沖縄県教育庁職員安全衛生管理規程の一部を改正する訓令について

以下の理由により、沖縄県教育庁職員安全衛生管理規程の一部を改正する訓令案を別紙

のとおり提出する。

令和３年３月18日提出

沖縄県教育委員会教育長 金城 弘昌

理 由

労働安全衛生の取組と療養者の療養及び復職支援の促進を図るため、医師による面接

指導等の実施を規程に位置付けるとともに、療養者等に療養状況等の報告を義務付ける

等の必要がある。

これが、この議案を提出する理由である。



沖縄県教育委員会訓令第 号

沖縄県教育庁職員安全衛生管理規程の一部を改正する訓令を次のように定める。

令和 年 月 日

沖縄県教育委員会

教育長 金 城 弘 昌

沖縄県教育庁職員安全衛生管理規程の一部を改正する訓令

沖縄県教育庁職員安全衛生管理規程（平成12年沖縄県教育委員会訓令第５号）の一部を次のように改正す

る。

目次中「健康診断（第25条―第35条）」を「健康管理（第25条―第38条）」に、「手続（第36条―第41

条）」を「報告（第39条―第44条）」に、「第42条―第44条」を「第45条―第47条」に改める。

第２条第２号中「及び」の次に「規則」を加え、同条第４号中「第21条に規定する所長等」を「規則第21

条に規定する所長」に、「第６条」を「第５条」に改める。

第６条及び第９条第１項中「の各号」を削る。

第10条第２項中「補佐」を「班長」に改める。

第15条第１項及び第23条第１項中「の各号」を削る。

「第３章 健康診断」を「第３章 健康管理」に改める。

第33条中「職員健康管理票」を「健康診断個人票」に改める。

第44条を第47条とし、第43条を第46条とし、第42条を第45条とする。

第41条第１項中「ものについては、復職者状況報告書を指定された期間ごとに教育長に提出しなければな

らない」を「者に復職後の状況報告書を１箇月を経過する日ごとに提出させるものとする」に改め、同条第

２項を同条第３項とし、同条第１項の次に次の１項を加える。

２ 所属長は、前項の規定により提出を受けた場合は、復職者状況報告書を３箇月を経過する日ごとに教育

長に提出しなければならない。

第４章中第41条を第44条とする。

第40条の見出し中「手続」を「報告」に改め、同条を第43条とする。

第39条第２項を同条第３項とし、同条第１項中「診断書」を「必要な書類」に改め、同項を同条第２項と

し、同条に第１項として次の１項を加える。

療養のため病気休暇を承認され、又は休業を命ぜられた職員は、療養を開始した日から１箇月を経過す

る日ごとに、療養状況報告書を所属長に提出しなければならない。

第39条を第42条とし、第36条から第38条までを３条ずつ繰り下げる。

第４章の章名中「手続」を「報告」に改める。

第３章中第35条の次に次の３条を加える。

（過重労働対策）

第36条 法第66条の８第１項の規定による面接指導は、産業医が実施するものとする。

２ 面接指導の対象者、実施方法その他面接指導の実施に関し必要な事項は、教育長が別に定める。

（心理的な負担の程度を把握するための検査等の実施）

第37条 法第66条の10第１項の規定による心理的な負担の程度を把握するための検査（第３項において「検

査」という。）は、総括安全衛生管理者が実施するものとする。

２ 所属長は、法第66条の10第３項に規定する要件に該当する職員であって、面接指導を希望するものに対

し、産業医による面接指導を実施するものとする。

３ 検査の対象者、実施体制、実施方法その他の検査の実施に必要な事項及び面接指導に必要な事項は、教

育長が別に定める。

（心の健康づくり計画の策定）

第38条 総括安全衛生管理者は、法第70条の２の規定により厚生労働大臣が公表した指針を踏まえ、沖縄県

教育庁職員における心の健康づくり計画を策定するものとする。

附 則

この訓令は、令和３年４月１日から施行する。

（別紙）



参考

訓令案の概要の説明

部課名 教育庁学校人事課

１ 件名

沖縄県教育庁職員安全衛生管理規程の一部を改正する訓令

２ 改正の経緯及び必要性

労働安全衛生の取組と療養者の療養及び復職支援の促進を図るため、医師による

面接指導等の実施を規程に位置付けるとともに、療養者等に療養状況等の報告を義

務付ける等の必要がある。

３ 改正案の概要

⑴ 医師による面接指導及び心理的な負担の程度を把握するための検査の実施につ

いて定める。（第36条及び第37条関係）

⑵ 沖縄県教育庁職員における心の健康づくり計画の策定について定める。（第38

条関係）

⑶ 療養者に療養状況の報告及び復職者に復職後の状況の報告を義務付ける。（第

42条及び第44条関係）

⑷ その他所要の改正を行う。（目次、第２条、第６条、第９条、第10条、第15

条、第23条、第33条及び第39条から第44条まで関係）

⑸ この訓令は、令和３年４月１日から施行する。（附則）

４ 根拠法令

労働安全衛生法（昭和47年法律第57号）

５ 関係各課との調整状況

本庁及び出先機関衛生委員会での調査審議済み（令和２年11月及び12月）

６ 添付資料

⑴ 新旧対照表

⑵ 根拠法令等の参照条文
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沖
縄
県
教
育
庁
職
員
安
全
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生
管
理
規
程
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平
成
1
2
年
沖
縄
県
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育
委
員
会
訓
令
第
５
号
）
新
旧
対
照
表

3 4
改

正
案

現
行

5 6
目
次

目
次

7
第
１
章
・
第
２
章

（
略
）

第
１
章
・
第
２
章

（
略
）

8
第
３
章

健
康
管
理
（
第
2
5
条
―
第
3
8
条
）

第
３
章

健
康
診
断
（
第
2
5
条
―
第
3
5
条
）

9
第
４
章

療
養
及
び
出
勤
等
の
報
告
（
第
3
9
条
―
第
4
4
条
）

第
４
章

療
養
及
び
出
勤
等
の
手
続
（
第
3
6
条
―
第
4
1
条
）

1
0

第
５
章

雑
則
（
第
4
5
条
―
第
4
7
条
）

第
５
章

雑
則
（
第
4
2
条
―
第
4
4
条
）

1
1

附
則

附
則

1
2

1
3

第
１
条

（
略
）

第
１
条

（
略
）

1
4

第
２
条

こ
の
訓
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
第
２
条

こ
の
訓
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

1
5

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

1
6

⑴
（
略
）

⑴
本
庁

沖
縄
県
教
育
庁
組
織
規
則
（
昭
和
4
7
年
沖
縄
県
教
育
委
員
会
規
則
第
１
号
。
以
下

1
7

「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
２
条
第
２
項
に
規
定
す
る
本
庁
を
い
う
。

1
8

⑵
出
先
機
関

規
則
第
1
3
条
に
規
定
す
る
教
育
事
務
所
及
び
規
則
第
3
1
条
に
規
定
す
る
学
校
以

⑵
出
先
機
関

規
則
第
1
3
条
に
規
定
す
る
教
育
事
務
所
及
び

第
3
1
条
に
規
定
す
る
学
校
以

1
9

外
の
教
育
機
関
を
い
う
。

外
の
教
育
機
関
を
い
う
。

2
0

⑶
（
略
）

⑶
職
員

本
庁
及
び
出
先
機
関
に
勤
務
す
る
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
2
5
年
法
律
第
2
6
1
号
。
以
下

2
1

「
地
公
法
」
と
い
う
。
）
第
３
条
第
２
項
に
規
定
す
る
一
般
職
の
職
員
及
び
同
条
第
３
項
に
規

2
2

定
す
る
特
別
職
の
職
員
で
常
時
勤
務
に
服
す
る
も
の
を
い
う
。

2
3

⑷
所
属
長

規
則
第
1
6
条
に
規
定
す
る
課
長
及
び
規
則
第
2
1
条
に
規
定
す
る
所
長
並
び
に
沖
縄

⑷
所
属
長

規
則
第
1
6
条
に
規
定
す
る
課
長
及
び
第
2
1
条
に
規
定
す
る
所
長
等

並
び
に
沖
縄

2
4

県
立
教
育
機
関
組
織
規
則
（
昭
和
4
7
年
沖
縄
県
教
育
委
員
会
規
則
第
２
号
）
第
５
条
に
規
定
す

県
立
教
育
機
関
組
織
規
則
（
昭
和
4
7
年
沖
縄
県
教
育
委
員
会
規
則
第
２
号
）
第
６
条
に
規
定
す

2
5

る
所
長
等
を
い
う
。

る
所
長
等
を
い
う
。

2
6

第
３
条
～
第
５
条

（
略
）

第
３
条
～
第
５
条

（
略
）

2
7

第
６
条

総
括
安
全
衛
生
管
理
者
は
、
次

に
掲
げ
る
業
務
を
統
括
管
理
す
る
。

第
６
条

総
括
安
全
衛
生
管
理
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
統
括
管
理
す
る
。

2
8

⑴
～
⑸

（
略
）

⑴
職
員
の
危
険
又
は
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

2
9

⑵
職
員
の
安
全
又
は
衛
生
の
た
め
の
教
育
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

3
0

⑶
職
員
の
健
康
診
断
の
実
施
そ
の
他
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

3
1

⑷
公
務
上
の
災
害
の
原
因
の
調
査
及
び
再
発
防
止
対
策
に
関
す
る
こ
と
。 （
新
旧
対
照
表

1
ペ
ー
ジ
）



1
⑸

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
職
員
の
安
全
及
び
健
康
の
確
保
に
必
要
な
措
置
に
関
す
る

2
こ
と
。

3
第
７
条
・
第
８
条

（
略
）

第
７
条
・
第
８
条

（
略
）

4
第
９
条

衛
生
管
理
者
は
、
本
庁
に
あ
っ
て
は
総
括
安
全
衛
生
管
理
者
の
、
出
先
機
関
に
あ
っ
て
は
第
９
条

衛
生
管
理
者
は
、
本
庁
に
あ
っ
て
は
総
括
安
全
衛
生
管
理
者
の
、
出
先
機
関
に
あ
っ
て
は

5
所
属
長
の
指
揮
を
受
け
、
次

に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
。

所
属
長
の
指
揮
を
受
け
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
。

6
⑴
～
⑶

（
略
）

⑴
職
員
の
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

7
⑵

職
員
の
衛
生
の
た
め
の
教
育
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

8
⑶

健
康
診
断
の
実
施
そ
の
他
健
康
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

9
２

（
略
）

２
衛
生
管
理
者
は
、
職
場
等
を
巡
視
し
、
設
備
、
作
業
方
法
又
は
衛
生
状
態
に
有
害
の
お
そ
れ
が

1
0

あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
、
職
員
の
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

1
1

ら
な
い
。

1
2

第
1
0
条

（
略
）

第
1
0
条

法
第
1
2
条
の
２
の
規
定
に
基
づ
き
、
常
時
1
0
人
以
上
5
0
人
未
満
の
職
員
が
勤
務
す
る
出
先

1
3

機
関
に
、
衛
生
推
進
者
を
置
く
。

1
4
２

衛
生
推
進
者
は
、
庶
務
を
担
当
す
る
班
長
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
職
に
あ
る
者
を
も
っ
て
充
て
２

衛
生
推
進
者
は
、
庶
務
を
担
当
す
る
補
佐
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
職
に
あ
る
者
を
も
っ
て
充
て

1
5

る
。

る
。

1
6
３

（
略
）

３
衛
生
推
進
者
は
、
衛
生
管
理
者
の
業
務
に
相
当
す
る
職
務
を
行
う
。

1
7

第
1
1
条
～
1
4
条

（
略
）

第
1
1
条
～
第
1
4
条

（
略
）

1
8

第
1
5
条

総
括
委
員
会
の
委
員
の
定
数
は
1
5
人
と
し
、
当
該
総
括
委
員
会
は
次

に
掲
げ
る
者
第
1
5
条

総
括
委
員
会
の
委
員
の
定
数
は
1
5
人
と
し
、
当
該
総
括
委
員
会
は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

1
9

を
も
っ
て
組
織
す
る
。

を
も
っ
て
組
織
す
る
。

2
0

⑴
～
⑷

（
略
）

⑴
総
括
安
全
衛
生
管
理
者

2
1

⑵
衛
生
管
理
者
の
う
ち
か
ら
教
育
長
が
指
名
す
る
者

2
2

⑶
産
業
医
の
う
ち
か
ら
教
育
長
が
指
名
す
る
者

2
3

⑷
職
員
で
衛
生
に
関
し
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
教
育
長
が
指
名
す
る
者

2
4
２

（
略
）

２
前
項
第
１
号
に
掲
げ
る
委
員
以
外
の
委
員
の
半
数
は
、
職
員
の
過
半
数
で
組
織
す
る
地
公
法
第
5

2
5

2
条
に
規
定
す
る
職
員
団
体
が
あ
る
と
き
は
そ
の
職
員
団
体
、
職
員
の
過
半
数
で
組
織
す
る
職
員
団

2
6

体
が
な
い
と
き
に
お
い
て
は
職
員
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
の
推
薦
に
基
づ
き
指
名
し
な
け
れ
ば

2
7

な
ら
な
い
。

2
8

第
1
6
条
～
第
2
2
条

（
略
）

第
1
6
条
～
第
2
2
条

（
略
）

2
9

第
2
3
条

委
員
会
の
委
員
の
定
数
は
７
人
と
し
、
当
該
委
員
会
は
次

に
掲
げ
る
者
を
も
っ
て
第
2
3
条

委
員
会
の
委
員
の
定
数
は
７
人
と
し
、
当
該
委
員
会
は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
を
も
っ
て

3
0

組
織
す
る
。

組
織
す
る
。

（
新
旧
対
照
表

2
ペ
ー
ジ
）



（
新
旧
対
照
表

3
ペ
ー
ジ
）

1
⑴
～
⑷

（
略
）

⑴
本
庁
に
お
い
て
は
総
括
安
全
衛
生
副
管
理
者
、
出
先
機
関
に
お
い
て
は
所
属
長

2
⑵

衛
生
管
理
者
の
う
ち
か
ら
総
括
安
全
衛
生
副
管
理
者
又
は
所
属
長
が
指
名
す
る
者

3
⑶

産
業
医
の
う
ち
か
ら
総
括
安
全
衛
生
副
管
理
者
又
は
所
属
長
が
指
名
す
る
者

4
⑷

職
員
で
衛
生
に
関
し
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
総
括
安
全
衛
生
副
管
理
者
又
は
所
属
長

5
が
指
名
す
る
者

6
２

（
略
）

２
前
項
第
１
号
に
掲
げ
る
委
員
以
外
の
委
員
の
半
数
は
、
職
員
の
過
半
数
が
組
織
す
る
地
公
法
第
5

7
2
条
に
規
定
す
る
職
員
団
体
が
あ
る
と
き
は
そ
の
職
員
団
体
、
職
員
の
過
半
数
で
組
織
す
る
職
員
団

8
体
が
な
い
と
き
に
お
い
て
は
職
員
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
の
推
薦
に
基
づ
き
指
名
し
な
け
れ
ば

9
な
ら
な
い
。

1
0

第
2
4
条

（
略
）

第
2
4
条

（
略
）

1
1

1
2

第
３
章

健
康
管
理

第
３
章

健
康
診
断

1
3

第
2
5
条
～
第
3
2
条

（
略
）

第
2
5
条
～
第
3
2
条

（
略
）

1
4

（
健
康
管
理
フ
ァ
イ
ル
）

（
健
康
管
理
フ
ァ
イ
ル
）

1
5

第
3
3
条

所
属
長
は
、
健
康
診
断
個
人
票
を
作
成
し
、
健
康
診
断
の
結
果
と
と
も
に
健
康
管
理
フ
ァ
第
3
3
条

所
属
長
は
、
職
員
健
康
管
理
票
を
作
成
し
、
健
康
診
断
の
結
果
と
と
も
に
健
康
管
理
フ
ァ

1
6

イ
ル
と
し
て
、
こ
れ
を
関
係
法
令
に
定
め
る
期
間
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ
ル
と
し
て
、
こ
れ
を
関
係
法
令
に
定
め
る
期
間
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1
7
２

（
略
）

２
所
属
長
は
、
所
属
職
員
に
異
動
の
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
職
員
に
係
る
健
康
管
理
フ
ァ
イ
ル
を

1
8

遅
滞
な
く
異
動
先
の
所
属
の
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1
9
３

第
１
項
の
健
康
診
断
個
人
票
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

３
第
１
項
の
職
員
健
康
管
理
票
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

2
0

第
3
4
条
・
第
3
5
条

（
略
）

第
3
4
条
・
第
3
5
条

（
略
）

2
1

（
過
重
労
働
対
策
）

2
2

第
3
6
条

法
第
6
6
条
の
８
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
面
接
指
導
は
、
産
業
医
が
実
施
す
る
も
の
と
す
（
新
設
）

2
3

る
。

2
4
２

面
接
指
導
の
対
象
者
、
実
施
方
法
そ
の
他
面
接
指
導
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
長

2
5

が
別
に
定
め
る
。

2
6

（
心
理
的
な
負
担
の
程
度
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
等
の
実
施
）

（
新
設
）

2
7

第
3
7
条

法
第
6
6
条
の
1
0
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
心
理
的
な
負
担
の
程
度
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査

2
8

（
第
３
項
に
お
い
て
「
検
査
」
と
い
う
。
）
は
、
総
括
安
全
衛
生
管
理
者
が
実
施
す
る
も
の
と
す

2
9

る
。

3
0
２

所
属
長
は
、
法
第
6
6
条
の
1
0
第
３
項
に
規
定
す
る
要
件
に
該
当
す
る
職
員
で
あ
っ
て
、
面
接
指



（
新
旧
対
照
表

4
ペ
ー
ジ
）

1
導
を
希
望
す
る
も
の
に
対
し
、
産
業
医
に
よ
る
面
接
指
導
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

2
３

検
査
の
対
象
者
、
実
施
体
制
、
実
施
方
法
そ
の
他
の
検
査
の
実
施
に
必
要
な
事
項
及
び
面
接
指

3
導
に
必
要
な
事
項
は
、
教
育
長
が
別
に
定
め
る
。

4
（
心
の
健
康
づ
く
り
計
画
の
策
定
）

（
新
設
）

5
第
3
8
条

総
括
安
全
衛
生
管
理
者
は
、
法
第
7
0
条
の
２
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
公
表
し
た

6
指
針
を
踏
ま
え
、
沖
縄
県
教
育
庁
職
員
に
お
け
る
心
の
健
康
づ
く
り
計
画
を
策
定
す
る
も
の
と
す

7
る
。

8 9
第
４
章

療
養
及
び
出
勤
等
の
報
告

第
４
章

療
養
及
び
出
勤
等
の
手
続

1
0

（
療
養
者
の
報
告
）

（
療
養
者
の
報
告
）

1
1

第
3
9
条

（
略
）

第
3
6
条

所
属
長
は
、
職
員
が
療
養
の
た
め
、
連
続
し
て
3
0
日
以
上
又
は
通
算
し
て
5
0
日
以
上
の
病

1
2

気
休
暇
を
承
認
し
た
と
き
は
、
療
養
者
報
告
書
に
必
要
な
書
類
を
添
え
て
教
育
長
に
報
告
し
な
け

1
3

れ
ば
な
ら
な
い
。

1
4

（
療
養
の
指
示
）

（
療
養
の
指
示
）

1
5

第
4
0
条

（
略
）

第
3
7
条

教
育
長
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
健
康
を
確
保
す
る
た

1
6

め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
健
康
管
理
審
査
委
員
会
（
健
康
管
理
審
査
委
員
会
規
程
（
昭

1
7

和
5
4
年
沖
縄
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
３
号
）
第
１
条
に
規
定
す
る
健
康
管
理
審
査
委
員
会
。
以
下

1
8

「
審
査
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
意
見
を
聴
き
、
そ
の
意
見
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
指
示
区
分

1
9

に
従
い
、
そ
の
者
に
必
要
な
指
示
を
行
う
と
と
も
に
、
所
属
長
に
そ
の
指
示
内
容
を
通
知
す
る
も

2
0

の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
療
養
を
必
要
と
す
る
旨
の
指
示
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
は
、

2
1

そ
の
療
養
に
必
要
な
期
間
に
つ
い
て
も
併
せ
て
指
示
す
る
も
の
と
す
る
。

2
2

⑴
勤
務
面
か
ら
の
指
示
区
分

2
3

ア
要
休
業

勤
務
を
休
む
必
要
の
あ
る
も
の

2
4

イ
要
軽
業

勤
務
に
制
限
を
加
え
る
必
要
の
あ
る
も
の

2
5

ウ
要
注
意

勤
務
を
ほ
ぼ
平
常
に
行
っ
て
よ
い
も
の

2
6

⑵
医
療
面
か
ら
の
指
示
区
分

2
7

ア
要
医
療

医
師
に
よ
る
直
接
の
医
療
行
為
を
必
要
と
す
る
も
の

2
8

イ
要
観
察

定
期
的
に
医
師
の
観
察
指
導
を
受
け
る
必
要
の
あ
る
も
の

2
9

（
療
養
の
義
務
）

（
療
養
の
義
務
）

3
0

第
4
1
条

（
略
）

第
3
8
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
指
示
を
受
け
た
職
員
は
、
そ
の
指
示
に
従
い
療
養
に
専
念
す
る
等
健



（
新
旧
対
照
表

5
ペ
ー
ジ
）

1
康
の
回
復
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
（
療
養
の
経
過
報
告
）

（
療
養
の
経
過
報
告
）

3
第
4
2
条

療
養
の
た
め
病
気
休
暇
を
承
認
さ
れ
、
又
は
休
業
を
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
は
、
療
養
を
開
始
第
3
9
条

（
新
設
）

4
し
た
日
か
ら
１
箇
月
を
経
過
す
る
日
ご
と
に
、
療
養
状
況
報
告
書
を
所
属
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

5
な
ら
な
い
。

6
２

所
属
長
は
、
療
養
期
間
中
の
職
員
の
病
状
に
つ
い
て
、
療
養
を
開
始
し
た
日
か
ら
３
箇
月
を
経
１

所
属
長
は
、
療
養
期
間
中
の
職
員
の
病
状
に
つ
い
て
、
療
養
を
開
始
し
た
日
か
ら
３
箇
月
を
経

7
過
す
る
日
ご
と
に
、
療
養
経
過
報
告
書
に
必
要
な
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
教
育
長
に
提
出
し
な

過
す
る
日
ご
と
に
、
療
養
経
過
報
告
書
に
診
断
書

を
添
え
て
、
こ
れ
を
教
育
長
に
提
出
し
な

8
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

9
３

（
略
）

２
教
育
長
は
、
前
項
の
療
養
経
過
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認

1
0

め
る
と
き
は
、
審
査
委
員
会
の
意
見
を
聴
き
、
そ
の
意
見
に
基
づ
き
、
療
養
期
間
の
延
長
そ
の
他

1
1

必
要
な
指
示
を
す
る
も
の
と
す
る
。

1
2

（
出
勤
の
報
告
）

（
出
勤
の
手
続
）

1
3

第
4
3
条

（
略
）

第
4
0
条

所
属
長
は
、
療
養
期
間
中
の
職
員
（
結
核
性
疾
患
等
及
び
精
神
的
な
疾
患
以
外
の
疾
病
に

1
4

係
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
療
養
期
間
が
３
箇
月
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
が
勤
務
に
復
し
よ
う
と

1
5

す
る
と
き
に
は
、
出
勤
報
告
書
に
必
要
な
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
教
育
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

1
6

な
ら
な
い
。

1
7

（
復
職
者
の
状
況
報
告
）

（
復
職
者
の
状
況
報
告
）

1
8

第
4
4
条

所
属
長
は
、
療
養
し
て
い
た
職
員
（
結
核
性
疾
患
等
及
び
精
神
的
な
疾
患
以
外
の
疾
病
に
第
4
1
条

所
属
長
は
、
療
養
し
て
い
た
職
員
（
結
核
性
疾
患
等
及
び
精
神
的
な
疾
患
以
外
の
疾
病
に

1
9

係
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
療
養
期
間
が
３
箇
月
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
で
勤
務
に
復
し
た
後
、

係
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
療
養
期
間
が
３
箇
月
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
で
勤
務
に
復
し
た
後
、

2
0

な
お
一
定
の
期
間
観
察
を
必
要
と
す
る
者
に
復
職
後
の
状
況
報
告
書
を
１
箇
月
を
経
過
す
る
日
ご

な
お
一
定
の
期
間
観
察
を
必
要
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
復
職
者
状
況
報
告
書
を
指
定
さ
れ
た

2
1

と
に
提
出
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

期
間
ご
と
に
教
育
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
2
２

所
属
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
た
場
合
は
、
復
職
者
状
況
報
告
書
を
３
箇
月
を
（
新
設
）

2
3

経
過
す
る
日
ご
と
に
教
育
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
4
３

（
略
）

２
教
育
長
は
、
前
項
の
復
職
者
状
況
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と

2
5

認
め
る
と
き
は
、
審
査
委
員
会
の
意
見
を
聴
き
、
そ
の
意
見
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
し
な
け
れ

2
6

ば
な
ら
な
い
。

2
7

2
8

第
５
章

雑
則

第
５
章

雑
則

2
9

（
秘
密
の
保
持
）

3
0

第
4
5
条

（
略
）

第
4
2
条

職
員
の
健
康
安
全
管
理
業
務
に
従
事
す
る
職
員
は
、
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
他
に
漏
ら



（
新
旧
対
照
表

6
ペ
ー
ジ
）

1
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
、
ま
た
同
様
と
す
る
。

2
（
書
類
の
提
出
）

3
第
4
6
条

（
略
）

第
4
3
条

こ
の
訓
令
の
規
定
に
よ
り
教
育
長
に
提
出
す
る
書
類
は
、
所
属
長
を
経
て
提
出
す
る
も
の

4
と
す
る
。

5
（
補
則
）

6
第
4
7
条

（
略
）

第
4
4
条

こ
の
訓
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
必
要
な
事
項
は
、
教
育
長
が
別
に
定
め
る
。

7 8
別
表
第
１
・
別
表
第
２
（
略
）

別
表
第
１
・
別
表
第
２
（
略
）

9

1
0



参 照 条 文
○ 労 働 安 全 衛 生 法 （ 昭 和 四 十 七 年 法 律 第 五 十 七

号 ）

（ 面 接 指 導 等 ）

第 六 十 六 条 の 八 事 業 者 は 、 そ の 労 働 時 間 の 状 況 そ の

他 の 事 項 が 労 働 者 の 健 康 の 保 持 を 考 慮 し て 厚 生 労 働

省 令 で 定 め る 要 件 に 該 当 す る 労 働 者 （ 次 条 第 一 項 に

規 定 す る 者 及 び 第 六 十 六 条 の 八 の 四 第 一 項 に 規 定 す

る 者 を 除 く 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） に 対 し 、

厚 生 労 働 省 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 医 師 に よ る 面

接 指 導 （ 問 診 そ の 他 の 方 法 に よ り 心 身 の 状 況 を 把 握

し 、 こ れ に 応 じ て 面 接 に よ り 必 要 な 指 導 を 行 う こ と

を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

２ ～ ５ （ 略 ）

（ 心 理 的 な 負 担 の 程 度 を 把 握 す る た め の 検 査 等 ）

第 六 十 六 条 の 十 事 業 者 は 、 労 働 者 に 対 し 、 厚 生 労 働

省 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 医 師 、 保 健 師 そ の 他 の

厚 生 労 働 省 令 で 定 め る 者 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 医

師 等 」 と い う 。 ） に よ る 心 理 的 な 負 担 の 程 度 を 把 握

す る た め の 検 査 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

２ （ 略 ）

３ 事 業 者 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 通 知 を 受 け た 労 働 者

で あ つ て 、 心 理 的 な 負 担 の 程 度 が 労 働 者 の 健 康 の 保

持 を 考 慮 し て 厚 生 労 働 省 令 で 定 め る 要 件 に 該 当 す る

も の が 医 師 に よ る 面 接 指 導 を 受 け る こ と を 希 望 す る

旨 を 申 し 出 た と き は 、 当 該 申 出 を し た 労 働 者 に 対

し 、 厚 生 労 働 省 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 医 師 に よ

る 面 接 指 導 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お

い て 、 事 業 者 は 、 労 働 者 が 当 該 申 出 を し た こ と を 理

由 と し て 、 当 該 労 働 者 に 対 し 、 不 利 益 な 取 扱 い を し

て は な ら な い 。

４ ～ ８ （ 略 ）

（ 健 康 教 育 等 ）

第 六 十 九 条 事 業 者 は 、 労 働 者 に 対 す る 健 康 教 育 及 び

健 康 相 談 そ の 他 労 働 者 の 健 康 の 保 持 増 進 を 図 る た め

必 要 な 措 置 を 継 続 的 か つ 計 画 的 に 講 ず る よ う に 努 め

な け れ ば な ら な い 。

２ （ 略 ）

（ 健 康 の 保 持 増 進 の た め の 指 針 の 公 表 等 ）

第 七 十 条 の 二 厚 生 労 働 大 臣 は 、 第 六 十 九 条 第 一 項 の

事 業 者 が 講 ず べ き 健 康 の 保 持 増 進 の た め の 措 置 に 関

し て 、 そ の 適 切 か つ 有 効 な 実 施 を 図 る た め 必 要 な 指

針 を 公 表 す る も の と す る 。

２ （ 略 ）
○ 労 働 安 全 衛 生 規 則 （ 昭 和 四 十 七 年 労 働 省 令 第

三 十 二 号 ）

（ 健 康 診 断 結 果 の 記 録 の 作 成 ）

第 五 十 一 条 事 業 者 は 、 第 四 十 三 条 、 第 四 十 四 条 若 し

く は 第 四 十 五 条 か ら 第 四 十 八 条 ま で の 健 康 診 断 若 し

く は 法 第 六 十 六 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 指 示 を 受 け て

行 つ た 健 康 診 断 （ 同 条 第 五 項 た だ し 書 の 場 合 に お い

て 当 該 労 働 者 が 受 け た 健 康 診 断 を 含 む 。 次 条 に お い

て 「 第 四 十 三 条 等 の 健 康 診 断 」 と い う 。 ） 又 は 法 第

六 十 六 条 の 二 の 自 ら 受 け た 健 康 診 断 の 結 果 に 基 づ

き 、 健 康 診 断 個 人 票 （ 様 式 第 五 号 ） を 作 成 し て 、 こ

れ を 五 年 間 保 存 し な け れ ば な ら な い 。

○ 沖 縄 県 立 教 育 機 関 組 織 規 則 （ 昭 和 年 沖 縄 県4
7

教 育 委 員 会 規 則 第 ２ 号 ）

（ 職 制 等 ）

第 ５ 条 総 合 教 育 セ ン タ ー 、 図 書 館 、 埋 蔵 文 化 財 セ ン

タ ー 及 び 離 島 児 童 生 徒 支 援 セ ン タ ー （ 以 下 「 教 育 機

関 」 と い う 。 ） に 、 所 長 又 は 館 長 （ 以 下 「 所 長 等 」

と い う 。 ） を 置 く 。


